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業種別の休業・退職者割合 
 

過去1年間位おいてメンタルヘルス上の理由により連続1か月以上
休業又は退職した労働者数割合 
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メンタルヘルスの３つの予防 

一次予防 発生予防 教育・啓発活動 
職場環境の把握と改善 
 

二次予防 早期発見 
早期治療 

ストレス調査・健診 
相談体制整備 
職場巡視 
 

三次予防 疾病治療 
再発予防 

休職・職場復帰支援 
発症者フォローアップ 
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職場のメンタルヘルス（4つのケア） 

セルフケア 
 

・自分のストレスへの気づき 
・ストレスへの対処法の理解と実行 

ラインによるケア ・職場環境等の改善 
・労働者に対する相談対応 
 

事業所内産業保
健スタッフによる
ケア 
 

・セルフケア、ラインによるケアに対する支援 

・心の健康づくり計画に基づく具体的なメンタ
ル 
 ヘルスケア実施の企画立案 
・メンタルヘルスに関する個人情報の取り扱い 
・事業場外資源とのネットワークの形成と窓口 
 

事業所外資源に
よるケア 

・都道府県産業保健推進センター等 
 

（出典）「労働者の心の健康保持増進のための指針」から 7 



職場復帰支援の流れ 

（出典）心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引き 

        〈第1ステップ〉病気休業開始及び休業中のケア 

ア 病気休業開始時の労働者からの診断書（病気休業診断書）の提出 
イ 管理監督者によるケア及び事業場内産業保健スタッフ等によるケア 
ウ 病気休業期間中の労働者の安心感の醸成のための対応 
エ その他 

          〈第2ステップ〉主治医による職場復帰可能の判断 
ア 労働者からの職場復帰の意思表示と職場復帰可能の判断が記された診断書の提出 
イ 産業医等による精査 
ウ 主治医への情報提供 

 ＜第３ステップ＞職場復帰の可否の判断及び職場復帰支援プランの作成（１） 
ア情報の収集と評価 
（ア）労働者の職場復帰に対する意思の確認 
（イ）産業医等による主治医からの意見収集 
（ウ）労働者の状態等の評価 
（エ）職場環境等の評価 
（オ）その他 
イ職場復帰の可否についての判断  
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（出典）「心の健康問題によ
り休業した労働者の職場復
帰支援の手引き」 

    〈第5ステップ〉職場復帰後のフォローアップ 

ア疾患の再燃･再発、新しい問題の発生等の有無の確認 
イ勤務状況及び業務遂行能力の評価 
ウ職場復帰支援プランの実施状況の確認 
エ治療状況の確認 
オ職場復帰支援プランの評価と見直し 
カ職場環境等の改善等 
キ管理監督者、同僚等への配慮等  

          〈第4ステップ〉最終的な職場復帰の決定 

ア労働者の状態の最終確認 
イ就業上の配慮等に関する意見書の作成 
ウ事業者による最終的な職場復帰の決定 
エその他 

 ＜第３ステップ＞職場復帰の可否の判断及び職場復帰支援プランの作成（２） 
ウ職場復帰支援プランの作成 
（ア）職場復帰日 
（イ）管理監督者による就業上の配慮 
（ウ）人事労務管理上の対応 
（エ）産業医等による医学的見地からみた意見 
（オ）フォローアップ 
（カ）その他（職場復帰及び就業措置に関する情報提供書） 

職場復帰 
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どの医療機関につなげばよいのか？ 
（薬の使い方からの良医の見分け方） 

• 分かりやすく薬の説明ができる 

• 治療ガイドラインを知っている 

• ガイドライン外の治療をする時には、その理由を説
明できる 

• 副作用への対応を知っている 

• いきなり複数の薬を組み合わせない 

• 薬以外の治療法を知っている（精神療法・チーム連
携など） 

•  効かないと「それじゃーお薬増やしときました」とし
か言わないのはダメ 

（資料）野村総一郎先生の講演から整理 11 
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